
大木!専火線の鎗史砂時に宜て

原虫に取られない｡

2.混酸健 は少い同 N.G放血が大である｡

3.原句酸の改定が典へられた時は N.Gの投荷牧丘

醗 科 散 長 氏
N.G収骨

帝 位 放 校

/bb/ 9g
90 ZC$

98 105

98 1ZO

98 1Ⅰ5

%
冴

誠

劫

び

4.罷陰としては餅 中の HNO3% を 13,% 叔上 と

して之以上の牧丘を得る耕 土可位であるかも知れね

が,_T.零的には之に停ふ採斡鼓が,容易に手に入ら

ない取b宅行不可依であるから,畠局 N.G用班

の溝田は前!印こ上げた旺岡に止ると考へて藍支へな
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及之に塵ずろ過政所噂鑑及助竣成か 主格下の如く臣

定されろ｡

敦 酔 成 分 (形)
良臣節嬰敬

脚
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5.胤上の畠亀は食多の仮定を基葬としたもの故,管

嗣 巷に督っては必ずしも耶 なる政事でもろと宮

守いが蒔之に袋近した鈷異になる執 主計井韓黒に田

しても冠しうち｡

導 火 線 〇 億 湊 秒 時 に 就 て

(昭 和 24年 1月 Ⅰ5日 受 領)

大 木 秀 一 夫

(F]事化蛮株式曾放岩鼻工場)

I) 緒 官

好火頓は髄 抄埠が生命でありながら,なかなか正

しく誕哉1されてゐない｡ 昏火軽の ),COOm入り本市

の故両には lm に付何秒と云J腰 京があるが,全巻

此砂時で髄 すると思.i.人もあり攻は政の把納 ま

あまりあてにならないと息ってゐる人もある｡そこで

この配収抄時は如何なる性党のものか又 これを如何に

決定するのがよいかを.耽投成軒から統計政孝的な考

察を行って野火良燃盛捗時の放念を得る一助とした

い〇

倍辱火映の炊姓捗時は普通 zm に付何秒と云はれ

るがこれは任かではあるが長引こ上って蜘 敵 視

なって来るもので,つまり25cm 他姓して決定した

燃塊遜匿と.2m から決定したものでは勧 唄 る｡

此抑 こ関しては庇に, 青田政次血氏 f本社 18年 6

刀,印5雀 1軌 の租骨があり,英他でも救赴工頓で

切放と槍肘が行ほれてゐろ｡叉中火椀の轍艶は中心の

鈍色畔の惚塊でちろから,一役火窮と同感に放映する

時の状況.eP水分,氾払 出力等の影野を受けるが,

こ でゝはこれに切れない ｡

丑) (a)一冬火故の鰯 砂専決定着

等火扱 l帝 (1,000m)の転軽砂時 を如何 こ決定す

るのが合聖的であるか｡先づ ),∝氾D を Im 宛に切

って全容他姓してみた場合の 2,3の例を見よう｡

衆 l 将火簸 l帯全部の悠塊例

品 芸愚 訂｡･lZ<o･2No･3N･〇･4No･SNo.6
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平均時砂109127)23124】21732
頼準偏重
3
.
062.1
35
.
754
.
023.OSSJ3 (q)
確率頃蓮

(り
2.C6 ).43 3.88 2.71 2.C6 3.鶴

隆 軽挙伯蕗 q及確率異曲 T.
q及 Tに各々支流伍の分取定を示すもので,

m--･･-･･･････････-･.･相加平均

gi正三.･-･-1A･･.･--･･･魯文淘僅
n- -･･･-･･･.･- ･･- ･･･∬lrT ････.X沖の故

若し各焚洞位の分散度が確率内典

9-7を･e一軍)2

毎

で寂はせるとすると,

m土2Q になる確率は 0.9544

IIL士36 になる確率は 0.9974

と云}･蛭耳がある｡

Tに市中喪蓮であサ

T-0.67456 の掬席があp,

fn士T になる確率は 0.5 であそ｡

これは由操式から,画境が 0.25になる Tモ計井す

れば,

T-0.6775g となる｡

図 1

衷 Jで見れば,Im の触 捗時の分布が砥琴曲韻を

なしてゐることが分る｡髄 砂時の分取が施申曲線で

!掛ませるとすると,匹によって明かの掛 こ.1符の平

均厳を 771とL,標準偏差 Q,確率誤差 7'を計耳すれ

Iも m±T砂のものが全線の 50%,m±36秒のもの

紘,99.7% あると云ふことになる｡

夫に問題は 1箱の平均alを如何にして定めるか又共

悠鮫捗時の分布状況は如何と云J.ことであるC

統計故屈の示す所によれば,或る盛園甲 の中からIJー､_ -

掛 を n抽申した場合に 71の苧琴申!ま顔料の抽出し

方によって異なるが然しそれは一定の知 gに従ふ与と■ヽ■
邸砥率噂韓をなすことが分ってゐる｡又耽確率曲線の

中央鼓ePnの平均位の平均は母親 Nの平均値と一

致する｡･

今紳 n'の平均放カモ色々の伍となるその標準色空

を Qoとし.母効 N の標準偏差を Qとすると.

60- 完 IJ 雷

が が大きい場合は,

q

句=フ言
と云ふ関係式がある｡ 此式によれば拭料丑 nが大き

くなれば, qoの位が小さくなって N の平均と7▲の

平軸 ;あまり異ならなくなる｡

衷 Iの地盤例に放て各籍から群 を各々 2ヶ所,5

ヶ所,10ケ尻 15ヶ所とった場合に 1箱全瞳の平均

値と粥料の平均値との差が如何な引矧掛こなるかを



35大木 :専火身の丑虫砂時に克 て

N0.6の 364 10.9 6.9 4.9 4.0

批 3句 は色々な方法で抽出した妖幣 沖の平均el

が l薪金成 の 平均伍 に対 して,99.7,% までは

士3C･oJlA内であること｡eP尿の平均伍と試特の平

均etとが これJa上の蓮を生ず も ことのない最｡

衣 2によれば相常に悠塊が相 な拓でも,六軒 10

本とって,其平均位を出せば,全部の平均との豊が

士 5糾 上になることはないと云へるのであろ｡ こ

れを富際の例に託てみると衷 3,表 も 衷 Sの如くで

ある｡

q

qde;フ言 ●

から計井してみると,薬 2の如くなる｡

衷 2 句-完 から計凱 た370の位
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韻 3 専火鞍 1籍の全紙 塊例 (賄 長 50cm)

妬 番 数

80'/～70'j5h'O.I No.2 No.3 No.4 No.5 h'0.6

拭約款 n 2
8

2一〇.)の 3句 6.5
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衷 5 1籍の平均と JOヶ所ZF均との此故

Ⅰ加 平均 一0ケ併岬 娼 甥 牢 10ケ席の振 Z伽 桝 10ヶ所の荏輪 番 班 桝 均捗時 即 題 (..) 取蓮 (') 申粟島 ('.)

_yo.I

yo.2

yo.3

No.4

yo.5

270.6

2一〇.7

No.8

21

邦

男

R

27

柑

24

朗

'■
t一

l▲

fq

●.一

●･一

lI

t･l

苫

32

払

27

払

1
9

加

糾

●.一

l一
l

一
l

●.▲

l
I

●･▲

l

菜 3,i.5によれば'専火輸 Z箱q平均位を決定す

るには,試料を ICヶ所からとって,その平均伍を求

めれば何開 合はないと云ふことが倉る｡

(b)-10ヶ所抽出就科の1ヶ年捷計

g火映 l箱から10ヶ所拭軒を抽出して英低的砂時

の平均をとる方法に上って,日本化輩岩鼻作桑折の筋

1郡 火良の燃塊相 計を 1ヶ年まとめてみると袋

6の壕である｡襲7は粥斡 lo木の侃盆の統 計 であ

る｡

蛮 6 10ヶ所抽出試料の他姓糊 計

(白昭和22年 7月,至昭和23年6月)
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lケ 年 平 均 (コ) 229 3.C6

額革的豊 re.)o･70;確申顕点 (T.)0.47

∬)考 案及 括 官 一

一束 6によれば,野火投荷の平良砂時は Iヶ年の鹿甲

軸 ;Ⅰ21秒/栄 となり,内矧 tl21士3V..,砂のもの

が 99.7/..'であろから

最大平均抄時は

121十3q4-121+3)く5.05-136

食中は ノー

12トー3qAt=12トー3XS.OSz=105

と云1.ことになろ｡

文 12はT.串のものは 5020' あろのであるから,

全教の物 は zl8-)25番のものであると云へるので

ある｡ ∴
次に I拓の髄 捗時の病魚であるが.衷 7から蛤平

均すると按坤侶糞が 3.06秒であるから 】輔の内 で

長大砂時と食小串時の取きは, 71,士3q eD, ".士3)(

3･C6で約 柑 夢の宜がある｡悔藍の最大なものは

77I士3(q十34.)

で.士3x(3.Cd+3xO.7)約 30秒にも藩するが虫

小のものはI

pl士3(q-3Q.)ヽ

で約 6秒である｡

g火臥 箱の政夫砂時と別 ､砂時の踊きは取分大き

い提であるが然し疲大別 ､の卦蛸 かに改発であるか

ら･普遍に使用してゐて収大と別 ､の組合せになろ確

率は非常に小さく,昔風tHnに放て,zO夢以上の

蓮の生･rろことはないと考 へ て歪真へないと題.Sb

以上の執 こ野火鰍 洞 一工場 で湖患された もので

も脊箱の平均伍が -05秒から J35秒位まであり,其

地晩の向変も )符で 30秒の歪のあるものもあ り飯

か 5-6秒のものもあるので,或=租の製品を判志す

ろには-1箱任 しらべても無理であろ｡文散瞳抄等が

100秒以下のもの及 150秒以上のものは昔風 二はな

いのであるから,若 しか るゝものがあったならは其拓

に就ては充分な鈍投をした上で使用するのが安全と息

●も■○

噂火抱の悠焼餅噂の馳 ;1第で平均債の ± ト 2

秒のものが出締 るかどうか一これは甚だ細 である

と息ふ｡混合窮の蜘 肋 ;こんな伺盛で収まるとは

息へない｡ 鳥色琴に初速 90cm の謝 零を望み得な

い如く,上紀の執 こtm で 士1-2秒以内の偏差の

ものを詔むならば導火損ではなく新を箆へて電魚雷菅

井他を考1.べきであると息J､

◆■本文中の枇汁や計井には,E]木化蕪岩鼻作新 の

山本,煩井.抑F.大河の持氏の琳助力による折大

であ争｡附紀 して,謝恋を表す｡

a

火垂施工法の=,三の問題に就て

(昭 和 24年 3月 26Fl安 掲)

加 焚 葵 一 二 三

(宇枠工敷布円串即

HE E] iij

火集による斑工法は元素が岩石顕に姓用するのが原

則であるが.美也の塵用工法IL:も租借使用されて来て

居ろ｡之が塵屑使用として苛者は 1943年本邦土木拳
骨の求めに席零して居る｡次で J946年蹄抜上り英の

利用が国内関数 こ懲 り抜取施工法 として盛んになっ

た｡常時日本化重厚扶工場の甫坊平並Bi長と適格して

居った｡本性段の軒国内では故椴賓故と土地 との査

F･i:

笹が殆んt'包められないので,火非忠と虫小潜流投と

の兜床を求め正に桝 の場合のと,その間冠を吟味し

て見ることにした｡

.A) 責 丘 と 考 案

(1) 世 蔵 内

多政の鵬 血中の一例であるが.昭和2J年 5月

4日山口髄節択町田の丘にて侍られた鼓柴である｡土

矧ま政市粘土乱 含水丑 8-)0% 程度であろ.




